
宣 言 日 令和　4年　6月　10日

住 所 さいたま市中央区新都心11-2　さいたま新都心LAタワー30階

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社クリーン工房

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　川鍋　大二

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

・ベトナム人実習生(外国人実習生)の受け入れ
をし、技術の共有で世界、社会経済への貢献に
取り組む。
2030年までの目標数値「延べ30名」
〈現状値：2021年の数値〉
30％（9人/30人）

＜2030年に向けた指標＞

2027年6人追加　2029年8人追加　トータル30人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2023年3人追加　2025年4人追加　トータル16人

社会・地域貢献活動を推進する
・地域美化活動(ゴミ拾い）に積極的に参加す
る。
  SNSアプリ「ピリカ」の活用もする。

〈現状値：2021年の数値〉
２回/年　のべ人数6人

＜2030年に向けた指標＞

11回/年　のべ人数33人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

5回/年　のべ人数15人

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①約233,562枚/年　②8％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①約234,148枚/年　②3％削減

・資源リサイクルの徹底を図りコピー用紙等の
使用量の増大を抑える。

〈現状値：2021年の数値〉
①コピー用紙の使用量：約234,500枚/年
②事務所から排出する可燃ゴミの削減：117袋
/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は設立以来「まごころのビル総合管理」を経営理念とし、お客様に喜ばれるサービスの提供をモットーに、ビル
管理におけるノウハウを蓄積してまいりました。新事業にも着手しながら、企業としての成長と安定を確保してい
き、また、withコロナを念頭に企業としての責任、役割を担うべく、地域社会への貢献を図るとともに、企業として
の存在価値を明確にし、その責任を果たしてまいります。この考え方は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）と同じ方向を
目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していきます。

株式会社クリーン工房

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


